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は、FGAを 40%程度までノックダウンしても他の FGB、FGG の mRNA 発現量はほとんど
変化しなかった。しかし、今回 FGA をノックアウトすると、FGB の mRNA 発現量は正常
細胞と比べ 55%程度に減少し、FGGの mRNA発現量は 20%程度まで減少した。【考察】FGA
の mRNAが発現しなくなると、他の FGB、FGGは mRNAの発現量を抑え、不要なタンパ
クを細胞内に蓄積しないような機構がはたらいているのではないかと考えられた。今後、
ノックアウト細胞と正常細胞の mRNA 発現量に関して網羅的解析を行うことで、他の遺伝
子にも影響を与えている可能性がないか解析するとさらなる進展が望める。
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